
ボルツァーノ（Bolzano）＋ドロミティ山塊  

シチリアの海の次はドロミティとアルプスを見るためボルツァーノに行ってきました。土曜日の朝に

ミラノを出てボルツァーノに 1 泊です。ボルツァーノ自治県はトレンティーノ＝アルト・アディジ

ェ自治州のアディジェ川上流を意味するアルト・アディジェ又は南チロルとも呼ばれる地域にありま

す。この街では、イタリア語が 75%で残りの 25%がドイツ語を話しています。従って、街の名もド

イツ語ではボーデン（Bozen）と呼ばれています。ボルツァーノからロープウェイでソプラ・ボルツ

ァーノに登ると、今度は逆に、イタリア語は少なくほとんどがドイツ語で話をしています。イタリア

にありながら、ドイツ語で話をする人たちは、日本人にとってはなんとも奇妙です。 
 
この地域はオーストリアのチロル地方と一緒に、神聖ローマ帝国のチロル伯領だったので、第 1 次

世界大戦まではオーストリア領だったのです。第 2 次世界大戦後に、一時オーストリア領に回復さ

れ、住民もオーストリア領を望んでいたのですが、国際情勢がそれを許さず、また、イタリア領にな

っています。従って、住民の意向を尊重して、イタリア政府は、ボルツァーノにその自治権を与え、

ボルツァーノ自治県となっていて、ドイツ語を公用語のひとつとして認めています。 
ヴェローナからレジョナーレに乗りトレント経由でボルツァーノに向かうと、トレントを過ぎてから

駅名がイタリア語とドイツ語の併記となり、車内放送もイタリア語とドイツ語の両方で行います。や

はり、長く親しんだイタリア語と違って、ドイツ語を聞くと新しい国に来たような気がします。ボル

ツァーノには、午後 1 時半前に到着しました。アルプスの麓なので涼しいことを期待したのですが、

ボルツァーノはミラノよりも暑いところでした。ボルツァーノは盆地になっているので蒸し暑いとこ

ろだったのです。駅から、栗の並木道をドゥオモ広場に向かうと、そこには高い山に囲まれた可愛い

らしい街がありました。家の形がイタリアとは違って、チロル・スタイルなのです。言葉だけではな

く文化もイタリアとは大きく違っていることがわかります。 

  
 
ドゥオモの前にあるインフォメーションで地図と情報を仕入れ、無料シャトルバスに乗ってロンコロ

城に向かいました。昼時でもあったのでシャトルバスは貸切でした。周りのチロル地方の景色を見な

がら、20 分ほどでロンコロ城に到着です。本当はこの貸切バスにもっと乗って、この景色を満喫し

たかったのですが仕方がありません。帰りのバスははロンコロ城のレセプションで頼めば迎えに来て

くれるとのこと。この街も観光客に優しいのです。バスを降りて石畳の急な勾配の道を登るとロンコ

ロ城です。ここには、15,6 世紀のフレスコ画が残されています。団体の観光客で混んでいたお城の



庭先のレストランで、あまり美味しくなかった遅い昼食をとって、お城を見学です。やはり、団体客

の入っているレストランは、イマイチですね。でも、パスタとパン粉で練ったこの地方の名物団子は、

決して嫌いな味ではありませんでした。 

  

  

  
 
帰りのシャトルバスも貸切状態でした。すっかり無料タクシーの気分になり、運転手さんに Museo 
Civico までとお願いすると、“シー、シー”と言っていたのですが、街のドゥオモ広場に戻ってきて

しまいました。イタリア語がちゃんと通じてなかったのでしょうか。でも、行きたかったのは Museo 
Civico ではなくて考古学博物館だったのですから問題なしです。ドゥオモ広場まで来たので、ドゥ

オモとその横のドメニカーニ教会を見学。ドメニカーニ教会の奥にはきれいな回廊があり、そこにも

フレスコ画が残っています。また、回廊には礼拝堂が 2 つあり、その中のフレスコ画も見事でした。 



  

  

  
 
次に向かったのは、考古学博物館です。ボルツァーノに来たら絶対見なくてはいけないアイスマンが

ここにあります。このアイスマンを発掘した人が全員変死してしまったという曰くつきの展示物です。

5000 年以上前の鉄器時代の人間が氷付けの状態（ウェット・ミイラ）で発見され、その時代の人間

の生活が解る学術的に貴重な標本なのでしょうが、やはり、人間なのですから、もうちょっと神聖に

取り扱うべきだったのではと思います。発見時のヴィデオが流れていましたが、発見されたミイラを

素手で触ったり、皮膚のサンプルを採取しているのを見ると、呪われるのも仕方ないような気がしま

した。そのような訳があるからでしょうか、この博物館は撮影禁止です。 
 
その後は、ふれあい街歩きです。ボルツァーノのメインストリートであるポルティチ通りは、ミラノ



にある店が並んでいます。広場には屋台の店もいっぱいです。でも、一番売れているのは、やはり、

ジェラートです。他の観光客や街の人と同じようにジェラートを舐めながら街歩きを楽しみ、街の中

にあるフランチェスカーニ教会も立ち寄りました。この教会もきれいな中庭と回廊があり、そこにフ

レスコ画が残されています。夕食は、シールがいっぱい貼ってあるレストランを探して、白アスパラ

ガスのリゾットと肉料理でした。白アスパラガスのリゾットは、なかなかの美味でした。 

  

  
 
今回は、4 つ星ホテルに宿泊です。このホテルにした理由は、ホテルの中庭で食べる朝食が最高であ

るとの評判だったからです。夜に雨が降ったようで、多少涼しくなった中庭での朝食は評判どおりに

最高でした。中庭の直ぐ先に高い山がそびえて、こんなに清清しい朝食を食べたのは久しぶりです。 

  
 



8 時半ころホテルを出て、ホテルの直ぐ近くにあるロープウェイでソプラ・ボルツァーノに向かいま

した。朝早いためか、ロープウェイも貸切の状態です。十数分で到着しますと、ボルツァーノに比べ

て気温は 5 度程低く、持って来た上着が役に立ちました。ここからレノン鉄道に乗る予定でしたが、

朝 10 時まで鉄道は走らずバスが出ています。仕方なくバスでレノンに向かいましたが、バスも貸切

の状態で快適でした。ルートは鉄道に沿っているのですが、眺める景色は鉄道とはちょっと違って、

どちらも捨て難いものです。但し、この日は、晴れていましたがガスが出ていて、期待していたドロ

ミティ山塊は薄く雲がかかり霞んでいます。20 分ほどでレノンに到着です。どういうわけかレノン

では小雨が降っていました。でも雨は直ぐやみ、今度は日がさしてきて暑くなり、まるで“北風と太

陽”です。上着は直ぐに無用となりましたが、ここはボルツァーノと違って、爽やかな暑さです。 

  

  

 
 



雲とガスが晴れてくれることを祈りながら、ドロミティ山塊を展望するベスト・ポイントまでトレッ

キング（実際にはハイキングです）の開始です。長閑なチロル地方の景色だけでもここに来たことを

価値のあるものにしてくれますが、人間の限りない欲望に抵抗するように、午前中のドロミティ山塊

は、こちらからちょうど逆光線で、雲が晴れてやっと奇岩が見えてきても岩肌までははっきり見えま

せん。やはり、冬のほうが空気も澄んでいてきれいなようです。仕方なく絵葉書を購入しました。 

 
 
山道を歩いていますと、今度は、アースピラミッドが見えてきました。ドロミティ山塊のことしか考

えていなかったので、アースピラミッドの景観は、予想外の収穫でした。ひっとして、これを見るの

が目的でここまで歩いて来たのではないかと、先程までの限りない欲望を恥じました。アースピラミ

ッドはそれほどの景観です。よく見ると、ガイドの地図に書いてあるベスト・ポイントとは、このア

ースピラミッドを見る為のポイントだったのです。アースピラミッドは、脆い山肌が侵食して出来た

とのこと。だから、ピラミッドの先に侵食されていない重そうな岩の帽子をかぶっているのです。本

当に奇妙な形です。自然の驚異の一つですね。アースピラミッドを見て、すごく得した気分になった

ところで、やっと見つけた景色の良いカフェで一休みして帰路に着きました。同じ道を戻ったのです

が、それほどの距離を歩いていなかったのに驚きました。要するに、かなりの時間を、景色を見るこ

とにかけていたのですね。このコースには、お土産屋もなく、純粋に景色を楽しむことが出来ました。 

  
 
レノンから今度はレノン鉄道に乗って、ソプラ・ボルツァーノまで戻り、ここで遅い昼食です。ここ

では、いつもの格付けシールではなく、見晴らしの良さでレストランを選びました。ソプラ・ボルツ

ァーノのロープウェイ駅を通り過ぎた小さな街にあるホテルのレストランです。ここで食べたのは、



グリルした薄切りの牛肉をルコラとスライスしたチーズの上にのせた料理です。味はそれほど期待し

てなかったのですが、期待に反してかなり美味でした。見晴らしの良いホテルのテラスでゆっくり取

った食事は、今回の 1 泊旅行のハイライトとなりました。 

 
 
帰りのロープウェイに乗ると、ロープウェイの直下にも規模は小さいのですがアースピラミッドを発

見。来るときは、長閑なチロルの風景と周りの山の景色に目を奪われて、完全に見落としていました。

このロープウェイは、距離も長く景色も良くかなりお得です。もっと長く乗りたかったのですが、十

数分で蒸し暑いボルツァーノに戻り、腹ごなしに街を歩いて、駅へ行き、午後 4 時半の列車でヴェ

ローナに戻りました。最後の写真は、レノン高原ルート図の挿絵と夜のドゥオモ広場です。 

 
 
今回の 1 泊旅行は、かなりの手抜きでした。早起きはせず、ヴェローナへは 9 時 35 分の ES（17.5
ユーロ）で、ヴェローナで 15 分の待ち合わせ後ボルツァーノ行きのレジョナーレ（8.65 ユーロ）で、

ボルツァーノ着は午後 1 時 22 分です。到着後、ボルツァーノでのんびりと街歩き、翌日も、ほとん

ど時間制約無しのハイキングでした。帰りもボルツァーノからヴェローナへはレジョナーレ、ヴェロ

ーナからミラノ中央駅へは ES です。ミラノ中央駅には午後 7 時 55 分着、アパートには 8 時 40 分

に到着しました。その他の交通費は、ロープウェイが往復 3.5 ユーロ、レノン鉄道も往復 3.5 ユーロ

です。ロープウェイもレノン鉄道も、きれいで快適で、本数（ロープウェイは 15 分間隔くらいでレ

ノン鉄道は 30 分間隔）も多く、その上景色が非常に素晴らしく、かなりお得感があります。 
ロンコロ城には、路線バス（12 番）もありますが、シャトルバスのほうが断然便利だと思います。

それに、なんといっても無料です。シャトルバスは、観光客が 1 人でもいれば動くようです。 


